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背景  チャーモニウムは、チャームクォークと反チャームクォークから構成される中間子である。



















(2) 1 グルーオン交換に基づくフェルミ-ブライト型のポテンシャルに代わる、QCD を基礎としたス
ピンに依存したポテンシャルは決定可能か？ 
(1)に関する研究はまだ存在しない一方で、(2)に関しては駒らによってポテンシャル非相








































ーモニウムに対して S-D mixingを引き起こす。すなわち、我々はスピン 1の BS振幅から D波の BS
振幅を射影法により分離することが可能である。我々は、実際に基底状態と第一励起状態のそれぞ
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軌道ポテンシャルの寄与である可能性を排除できないと考えている。 
結論  本博士論文では、まず、励起状態までの中心力ポテンシャルを格子 QCD計算における BS 振
幅法によって決定することで、ポテンシャル模型でポテンシャルがエネルギーに依らずに適用され
ている事実を正当化した。一方で、観測量ではない BS振幅を格子 QCD 計算で取り扱うことで、クォ
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野地和希提出の本論文では、先行の BS 振幅法による研究で仮定されていた 2 つの点に対し、そ
の妥当性の検証を詳細に行っている。1 つ目は第 4 章において議論されており、内容は共著の発
表論文に基づく。先行研究においてクォーク間ポテンシャルの決定にチャーモニウムの基底状態
であるη c と J/ψ中間子の BS 波動関数を用いたが、第４章ではその動径励起状態であるη c (2S)
とψ(2S)の BS 波動関数から同じポテンシャルから得られるか検証を行った。格子 QCD において動
径励起状態の BS 波動関数を計算が試みられたことがなかったが、動径励起状態の質量計算に使わ




による D 波混合があっても小さいものとして無視して解析が行っていた。第 5 章では、その D 波
混合を定量的に評価し、D 波混合を無視した解析に問題ないことを示した。さらに先行研究では
計算されていないテンソルポテンシャルをψ(1S,2S)の BS 波動関数に含まれる僅かな D 波成分か
ら導出する事に成功した。本論文により QCD の複雑な動力学がハドロン内のクォークの空間分布
を通して量子力学系のポテンシャルに対応付けれることを定量的に示した点で評価に値する。 
上記のごとく、審査論文の著者は格子 QCD 計算を用い自立して研究活動を行うに必要な高度の
研究能力と学識を有することを示している。したがって，野地和希提出の博士論文は，博士（理
学）の学位論文として合格と認める。 
